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○2総務企画2（決算額修正，施策成果指標追加）

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								こども未来局 ミライ キョク								こども部 ブ								総務企画課 ソウム キカク カ

				事業名 ジギョウ メイ												中高生夢チャレンジ大学 チュウコウセイ ユメ ダイガク																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		7-5-1						再 サイ		1-8-4

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成24年度 ヘイセイ ネン ド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						若者の体験・活動の場や機会づくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		・講座の満足度
・自分には創造力があると気づいた生徒の割合 コウザ マンゾクド

						　若者の社会的・職業的自立が課題となっており，中高生の体験や活動の場の充実について，議会や審議会等においても指摘を受けていた。 ワカモノ シャカイテキ ショクギョウ テキ ジリツ カダイ チュウコウセイ タイケン カツドウ バ ジュウジツ ギカイ シンギカイ トウ シテキ ウ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				中学生・高校生 チュウガクセイ コウコウセイ																自分の可能性や創造力に気づき，自分の強みや個性を生かした職業や将来を考える。 ジブン カノウセイ ソウゾウリョク キ ジブン ツヨ コセイ イ ショクギョウ ショウライ カンガ																														・夢チャレンジ大学の周知を図る。
（チラシ・市政だよりの配布，ホームページ・Facebook，新聞広告等）
・開校式，講座，閉校式の実施。 ユメ ダイガク シュウチ ハカ シセイ ハイフ シンブン コウコク トウ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				参加者：９２名（中学生７１名，高校生２１名）
①開校式
・自らの創造性に気づくワークショップを実施。
②講座
・10講座の中から２講座以上受講。
・福岡で活躍する職業人から，人生観・職業観を直に学ぶ。
③閉校式・交流会
・未来の自分への誓いを立てる。
・振り返りワーク。 サンカシャ メイ チュウガクセイ メイ コウコウセイ メイ カイコウシキ ミズカ ソウゾウセイ キ ジッシ コウザ コウザ ナカ コウザ イジョウ ジュコウ フクオカ カツヤク ショクギョウ ジン ジンセイカン ショクギョウカン ジカ マナ ヘイコウシキ コウリュウカイ ミライ ジブン チカ タ フ カエ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・多くの中高生が夢チャレンジ大学に参加し，様々なプログラムを受講。 オオ チュウコウセイ ユメ ダイガク サンカ サマザマ ジュコウ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								10,237										8,856										8,229														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						1										1										1														・自分の創造性に気づき，自分に自信を持つ。
・自分の将来を考える。
・社会への参画意識，職業意識が培われる。
・コミュニケーション能力，ネットワーク形成能力が向上。 ジブン ソウゾウセイ キ ジブン ジシン モ ジブン ショウライ カンガ シャカイ サンカク イシキ ショクギョウ イシキ ツチカ ノウリョク ケイセイ ノウリョク コウジョウ

										一般財源 イッパン ザイゲン						10,236										8,855										8,228

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				参加人数 サンカ ニンズウ										目標 モクヒョウ				150						150						150						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				90						92

																		達成率 タッセイ リツ				60.0%						61.3%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・こどもや若者が，目標に向かって様々なことにチャレンジし活躍する。
・福岡の将来を担う若者ネットワークが構築され，都市の活力が向上。 ワカモノ モクヒョウ ム サマザマ カツヤク フクオカ ショウライ ニナ ワカモノ コウチク トシ カツリョク コウジョウ

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				講座の満足度 コウザ マンゾクド										目標 モクヒョウ				100.0%						100.0%						100						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				100.0%						98.9%

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						98.9%

								自分には創造力があると気づいた生徒の割合 ジブン ソウゾウリョク キ セイト ワリアイ										目標 モクヒョウ				63.0%						64.0%						65						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				73.7%						72.4%

																		達成率 タッセイ リツ				117.0%						113.1%





行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大
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の
指標

大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



○9青少年健全育成6（決算見込額修正，施策成果指標追加）

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								こども未来局								こども部								青少年健全育成課

				事業名 ジギョウ メイ												子ども・若者活躍の場プロジェクト																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-8-4						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成24年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						子ども・若者の健全育成の取組み

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		・参加者の生活状況の改善

						福岡県の少年非行については、全国ワースト3位となっており、その非行少年の立ち直り支援の活動の場が求められている。また、現在、困難を抱える若者の相談窓口として市では、よかよかルームや若者相談窓口のほか、ＮＰＯ等が行っている若者の相談窓口があるが、最終目的である就労にはなかなか至らない現状があったため。







				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				・立ち直りを必要とする非行少年
・市内の困難を有する若者支援を行っている団体																困難を有する子ども・若者が活躍できる場の一つとして、まずは農業を体験する場や、栽培した野菜を販売する場を提供し、グループ活動を通して就労や更正に向けた第一歩を踏み出す機会を提供する。																														農業体験（作付け、収穫等）
参加者の交流会
収穫物及び加工品の販売会









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				39ソース販売会の為の企画・製造・販売会（４月）
西区まるごと販売会の為の企画・準備・販売会（９月）
農業体験実習（１１月，３月）
就労の為のワークショップ（１月）
代表者会議（４月，３月）
農作業（年間を通して） ハンバイ カイ タメ キカク セイゾウ ハンバイ カイ ガツ ニシク ハンバイ カイ タメ キカク ジュンビ ハンバイ カイ ガツ ノウギョウ タイケン ジッシュウ ガツ ガツ シュウロウ タメ ガツ ダイヒョウシャ カイギ ガツ ガツ ノウサギョウ ネンカン トオ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		集団の中で作業を行うことで、社会性や主体性を身につけることができる。

















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								2,698										3,094										3,087														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														自分の居場所を見つけ、自己肯定感を持つことができる。

										一般財源 イッパン ザイゲン						2,698										3,094										3,087

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				参加団体数										目標 モクヒョウ				5						6						6						３１年度

																		実績 ジッセキ				5						5												10

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						83.3%

																		目標 モクヒョウ																						年度										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																困難を抱える子ども・若者が就労や更正に向けた第一歩を踏み出すことができる。

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				参加者の
生活状況の改善										目標 モクヒョウ				10						10						12人 ニン						３１年度

																		実績 ジッセキ				10						10												14人 ニン

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ





行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
指標

大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



○10青少年健全育成7（決算見込額修正，施策成果指標の追加）

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								こども未来局								こども部								青少年健全育成課

				事業名 ジギョウ メイ												若者のぷらっとホームサポート事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-8-4						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成24年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												新・福岡市子ども総合計画																														事業群 ジギョウ グン						子ども・若者の健全育成の取組み

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		・少年非行率の低下 ショウネン ヒコウ リツ テイカ

						困難を有する若者が気軽に立ち寄り，自由な時間を過ごす中で相互に相談しあうことのできるフリースペースをつくる。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				非行や不登校傾向にある中高生を中心とした若者																対象者の非行防止や不登校予防などを通じ，社会性や規範意識を育む環境をつくり，自立した社会人として成長する。																														・若者の居場所の運営
・フォーラム，交流会，リーフ等による事業周知
・開設・運営する団体に対する財政支援 ワカモノ イバショ ウンエイ コウリュウカイ トウ ジギョウ シュウチ カイセツ ウンエイ ダンタイ タイ ザイセイ シエン









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○若者居場所の運営（子どもNPOセンター福岡へ運営委託）
　・南区大橋にて毎週日曜日：計51回開催　のべ523名利用
○実践団体や開設予定団体，市民を集めた交流会の開催
　3月29日　九大大橋サテライト　約30名参加
○開設・運営する団体に対するノウハウの提供
○開設・運営する団体に対する財政支援
　・交付団体　3団体
○事業の周知・広報 ワカモノ イバショ ウンエイ コ フクオカ ウンエイ イタク ミナミク オオハシ マイシュウ ニチヨウビ ケイ カイ カイサイ メイ リヨウ ジッセン ダンタイ カイセツ ヨテイ ダンタイ シミン アツ コウリュウカイ カイサイ ガツ ニチ ヤク メイ サンカ カイセツ ウンエイ ダンタイ タイ テイキョウ カイセツ ウンエイ ダンタイ タイ ザイセイ シエン コウフ ダンタイ ダンタイ ジギョウ シュウチ コウホウ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・事業内容の理解浸透
・地域の居場所が拡充・定着
・中高生の居場所利用者が増加 ジギョウ ナイヨウ リカイ シントウ チイキ イバショ カクジュウ テイチャク チュウコウセイ イバショ リヨウシャ ゾウカ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								2,312										2,617										3,766														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														・非行や不登校傾向の緩和
・非行や不登校予防
・自己肯定感情等の醸成

										一般財源 イッパン ザイゲン						2,312										2,617										3,766

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				地域で活動する団体の数										目標 モクヒョウ				4						4						5						年度

																		実績 ジッセキ				4						5

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						125.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・社会性や規範意識を育まれ，自立した社会人として成長する

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				少年非行率の低下(%)										目標 モクヒョウ				11.0						10.0						9.0						年度

																		実績 ジッセキ				9.8						7.7

																		達成率 タッセイ リツ				112.2%						129.9%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ
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大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
指標

大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



○15こども家庭5（修正なし）

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								新規

																																												所管課名 ショカン カ メイ								こども未来局								こども部								こども家庭課

				事業名 ジギョウ メイ												児童家庭支援センター																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-7-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成２５年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												児童福祉法																														施策 シサク						子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ																																										事業群 ジギョウ グン						子どもの権利の尊重

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		子育て環境満足度

						近年の虐待相談の急増、子育てに悩む家庭や里親からの相談、休日・夜間の相談対応など、施設入所に至らない段階での専門的かつ柔軟な支援体制が求められている。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				子育てに不安を感じている家庭・里親																虐待につながる過程での早めの相談と専門的支援により、子育て不安を解消し、虐待の未然防止と再発防止を強化する。																														・子ども家庭支援センターの運営
　平成25年度5月～　　　　１箇所運営中
・窓口での相談対応
・ファミリーホーム・里親研修の実施
・子ども家庭支援センターの増設
　平成27年度中　　2か所目を設置予定 コ ガツ ウンエイチュウ コ カテイ シエン ゾウセツ ヘイセイ ネンドチュウ ショ メ セッチ ヨテイ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				ＮＰＯへ委託を行い、以下の相談業務等を実施する。
　①　休日・夜間（トワイライト）の相談対応
　　　　　平日 ・・・・・・・・・・・・17時00分から20時00分まで
　　　　　土・日曜日・祝日・・・10時00分から17時00分まで
　　　　　　　※毎週水曜日，年末年始は休業
　②　ファミリーホームや里親への支援
　③　児童相談所からの委託による指導
　④　一時保護の実施
　⑤　区からの求めに応ずる事業




																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・子育て家庭が相談する。
・ファミリーホーム・里親が研修へ参加する。
・２か所目増設により、サービス範囲を拡大し、利用者を増加 ショ メ ゾウセツ ハンイ カクダイ リヨウシャ ゾウカ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								12,298										12,660										25,720														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						6,530										6,330										12,860														・子育てに悩む家庭の多くが相談により問題解消、または適切な機関で支援を受ける。
・虐待通告件数が減少する。
・ファミリーホームや里親のスキルアップ
 ナヤ カテイ オオ ソウダン モンダイ カイショウ テキセツ キカン シエン ウ ギャクタイ ツウコク ケンスウ ゲンショウ

										一般財源 イッパン ザイゲン						5,768										6,330										12,860

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				設置箇所数										目標 モクヒョウ				1						1						2						年度

																		実績 ジッセキ				1						1

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																虐待がゼロになる。 ギャクタイ

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				子育て環境満足度										目標 モクヒョウ				65.0%						65.0%						65.0%						34  年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				60.0%						60.3%												70.0%

																		達成率 タッセイ リツ				92.3%						92.8%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ





行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
指標

大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



○29こども発達支援3（決算見込額修正，開始年度修正）

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								こども未来局								こども部								こども発達支援課

				事業名 ジギョウ メイ												特別支援学校放課後等支援事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-7-3						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成18 ヘイセイ																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												特になし																														施策 シサク						子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												特になし																														事業群 ジギョウ グン						地域における子育ての支援

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		・子育て環境満足度
・地域での支え合いにより、子育て家庭や高齢者が暮らしやすいまちだと感じる市民の割合

						一般の学校に放課後の児童預かり先（留守家庭子ども会）があるのと同様に、特別支援学校の児童・生徒には放課後の預かり先がほしいとの強い要望や議会請願があった。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				特別支援学校に通う児童・生徒とその保護者																・児童・生徒に放課後等の活動の場を提供。　　　　　　　　　　　・保護者に就労やレスパイト（一時的休息）の時間を提供。 テイキョウ																														・安全かつ安心できる環境のもと児童・生徒の預かりを行う









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				・放課後や土曜・長期休暇中、知的障がい特別支援学校(５箇所)、肢体不自由特別支援学校(２箇所)、病弱特別支援学校（１箇所）で２４年度に引き続き実施する。事業内容については下記のとおり。
＜実施日時＞平日：学校終了後から午後６時３０分まで
　　　　　　　　　土曜・長期休暇中：午前８時から午後６時３０分まで
＜定員＞１２名～１５名（知的障がい），１０名（肢体不自由）
＜料金＞平日500円（今津は620円）
　　　　　　午前または午後のみの利用500円（今津は620円）
　　　　　　午前に引き続き午後も利用1,000円（今津は1,240円）
＜送迎＞原則保護者。
今津特別支援学校においては、事業終了後の送りを実施。
・福岡中央特別支援学校での放課後等支援事業にて１日の利用定員を１２名から１５名に増員。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・児童・生徒が放課後等の活動の場を得る。　　
・保護者が、就労や休息の時間を得る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								159,948										159,348										150,555														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						81,272										74,674										115,427														・障がいのある児童・生徒及び、保護者の自由に過ごせる時間が増える。

										一般財源 イッパン ザイゲン						78,676										84,674										35,128

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				放課後等支援事業実施学校数										目標 モクヒョウ				7						7						7						年度

																		実績 ジッセキ				7						7

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

								調整数										目標 モクヒョウ				2,017						1,191						1191						年度										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				1,489						416																						・障がい児の育成支援。
・障がい児の保護者の子育てがしやすくなる。 ショウ ジ ホゴシャ コソダ

																		達成率 タッセイ リツ				73.8%						34.9%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				子育て環境満足度										目標 モクヒョウ				65.0%						65.0%						65.0%						34  年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				60.3%						60.4%												70.0%

																		達成率 タッセイ リツ				92.8%						92.9%

								地域での支え合いにより、子育て家庭や高齢者が暮らしやすいまちだと感じる市民の割合										目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ
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大

大

小
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小
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○33こども発達支援7（決算見込額,開始年度,活動の指標修正

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								こども未来局								こども部								こども発達支援課

				事業名 ジギョウ メイ												発達障がい児放課後等支援事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-7-3						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成24 ヘイセイ																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												特になし																														施策 シサク						子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												特になし																														事業群 ジギョウ グン						地域における子育ての支援

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		・子育て環境満足度
・地域での支え合いにより、子育て家庭や高齢者が暮らしやすいまちだと感じる市民の割合

						発達障がいのある児童でかつ通常学級や特別支援学級に通う児童は、集団適応への困難さを抱えており、放課後の居場所についても健常児と同じ環境では難しく、発達障がいの特性に配慮した放課後の居場所が必要なため。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				小・中学校の通常学級及び特別支援学級に通う発達障がい児で留守家庭子ども会を利用していない児童・生徒とその保護者																・児童・生徒に放課後等の居場所を提供
・保護者に就労や休息等の時間を提供 ジドウ セイト トウ テイキョウ キュウソク ナド ジカン テイキョウ																														・市内2か所で事業実施。
・連絡会議を行い、課題等の協議。
・関係機関、保護者への周知









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				・放課後や，土曜・長期休暇中の発達障がいがある児童・生徒の預かりを，２４年度に引き続き２か所（だんらん：早良区城西，ばんびーの：博多区吉塚）で実施する。利用にあたって，発達障がい者支援センターでの面談を行う必要がある。　事業内容詳細については下記のとおり。
＜実施日時＞平日：学校終了後から午後７時まで
　　　　　　　　　土曜・長期休暇中：午前8時30分から午後７時まで
＜定員＞５名
＜料金＞平日620円
　　　　　　午前または午後のみの利用620円
　　　　　　午前に引き続き午後も利用1,240円
＜送迎＞原則保護者。事業所近隣の小中学校に通われている方については，平日の学校から事業所までの迎えを実施。

・事業者，発達障がい者支援センターとの情報交換の場として発達障がい児放課後等支援事業連絡会議を２か月に１回開催。



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・本事業を利用する児童，生徒が増加する。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								21,287										17,570										18,946														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						9,355										8,958										14,208														・発達障がい児の放課後の居場所ができる。
・保護者が就労しやすくなる
・保護者が休息の時間が取れる。


										一般財源 イッパン ザイゲン						11,932										8,612										4,738

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				実施箇所数										目標 モクヒョウ				2						2						拡大実施 カクダイ ジッシ						年度

																		実績 ジッセキ				2						2

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

								延べ利用者数										目標 モクヒョウ																拡大実施 カクダイ ジッシ						年度										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				957						1,463																						・障がい児の育成支援
・発達障がい児の保護者の子育てがしやすくなる。

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				子育て環境満足度(%)										目標 モクヒョウ				65.0%						65.0%						65.0%						34  年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				60.3%						60.4%												70.0%

																		達成率 タッセイ リツ				92.8%						92.9%

								地域での支え合いにより、子育て家庭や高齢者が暮らしやすいまちだと感じる市民の割合										目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ
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大

大

小
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○47放課後こども育成1（決算見込み額修正）

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								こども未来局								こども部								放課後こども育成課

				事業名 ジギョウ メイ												ミニふくおか																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-8-4						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成24年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						子ども・若者の健全育成の取組み

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○地域の遊び場や体験学習の場への評価（地域の小中学生はさまざまな遊びや体験学習をする場や機会に恵まれていると感じる，高校生以下の子をもつ保護者の割合）（Ｈ２８：６０％） チイキ ショウチュウガクセイ アソ タイケン ガクシュウ バ キカイ メグ カン コウコウセイ イカ コ ホゴシャ ワリアイ

						○子どもの主体性，社会性を育む新たな体験の場として，「特に平成２４年度に力を入れて取り組む事項（特力）」により計画された。
○子どもが自ら考え，伝える力を育成するとともに，自分の暮らすまちへの関心をもち，福岡市のまちづくりへの参画意識を醸成する契機とする。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				小学校３年生～高校３年生																仮想のまちづくりを遊びながら体験する事により，
・子どもの創造性，主体性，自発性を育む。
・子どものコミュニケーション能力を育む。
・まちづくりへの参画意識を醸成する。
・仕事体験を通じ，仕事や仕事の成り立ちへの興味を見出す。																														・子ども実行委員会のワークショップを行う。
・ボランティアスタッフが子ども実行委を支援する。
・協賛企業を募る。
・事業の告知，参加者の子どもたちを募集する。
・事業を実施する。 イ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○実行委員会形式にて，企画・運営を行う。
○子ども実行員会を設置し，10回のワークショップの中で，まちの仕組みやルール，配置，参加する子どもの役割を決定。
○ボランティアスタッフが，子どもたちをサポート。
○会場内は，子どもたちだけで運営。
【開催概要】
●開催日：26年8月26日（火）～28日（木）11～16時
●会場：九電記念体育館
●参加者数：延べ１，４８０人

 ジッコウ イインカイ ケイシキ オコナ カ モク



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・子ども実行委員会が，青年ｻﾎﾟｰﾀｰの支援を得ながら，まちづくりをプランニング。
・協賛企業による支援を得る。
・１５００人の子どもたちが参加し，事業を実施















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								14,715										14,587										14,300														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						400										0										0														・街づくりの仮想体験の中で，子どもたちの創造性，主体性，自発性が育まれる。
・子ども実行委の活動等を通じて，コミュニケーション能力が高まる。
・まちづくりに対する興味や参画意識が生まれる。
・自分の将来像を描く力と動機が生まれる。

										一般財源 イッパン ザイゲン						14,315										14,587										14,300

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				子ども実行委員会参加者数										目標 モクヒョウ				50						40						60						年度

																		実績 ジッセキ				63						47

																		達成率 タッセイ リツ				126.0%						117.5%

								ミニふくおか当日への参加者数										目標 モクヒョウ				1,500						1,500						1500						年度										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				1,704						1,480																						・郷土への愛着や関心を持つ子どもたちが育つ。
・将来の仕事や自分の適性について考える子どもたちが育つ。
・将来を担う市民として，子どもたちが健やかに成長する。

																		達成率 タッセイ リツ				113.6%						98.7%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				楽しかったという参加者の割合（参加者ｱﾝｹｰﾄ）										目標 モクヒョウ				100.0%						100.0%						100						年度

																		実績 ジッセキ				96.8%						95.8%

																		達成率 タッセイ リツ				96.8%						95.8%

								-										目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ





行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
指標

大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



○48放課後こども育成2（決算見込み額修正）

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								こども未来局								こども部								放課後こども育成課

				事業名 ジギョウ メイ												放課後等の遊び場づくり事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-8-4						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成15年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						子ども・若者の健全育成の取組み

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○地域の遊び場や体験学習の場への評価（地域の小中学生はさまざまな遊びや体験学習をする場や機会に恵まれていると感じる，高校生以下の子をもつ保護者の割合）（Ｈ２８：６０％） チイキ ショウチュウガクセイ アソ タイケン ガクシュウ バ キカイ メグ カン コウコウセイ イカ コ ホゴシャ ワリアイ

						子どもの「遊び」は，体力向上はもちろん，コミュニケーションの力を育む，ストレスを解消するなど，子どもの成長に欠かせない栄養素といえる。
一方，近年では子どもが集まって自由に遊べる場や機会は減り，これが体力低下，キレやすい子や無気力な子などの増加につながっているとも言われることから，自由に安心して遊ぶことができる場が求められている。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				小学校の児童																放課後の学校施設を活用して子どもの遊びを活性化し，体力やコミュニケーション力の向上，ストレス解消，自尊感情の醸成等により，心身の健やかな成長を図る。																														・本事業を開催する。
・本事業や遊びの大切さについて周知を図る。
（チラシ，ホームページ等）
・人材育成を推進する。









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				●校区運営委員会，民間事業者等に運営業務を委託し，開催当日の見守りに地域・保護者の協力を得て，本事業を実施した。
　①開催日：平日の週3日間程度
　②場所：校庭（一部体育館，校舎内特別教室等）
　③実施校数：86校（26年度末現在）
　④参加児童数（延べ）：１７９，２３８人（26年度末現在）
●事業の活性化を図るため，人材育成事業を併せて実施。
（１）プレイワーカー（遊びのサポーター）養成講座＜入門・実践編＞
　　5日間，修了者数52人。
（２）学生プレイワーカー育成事業
　　登録学生数55人。実習・支援日数（延べ）88日間。
（３）関係者（わいわい先生・補助員・プレイワーカー）研修の実施 ネンドマツ ゲンザイ アソ カンケイシャ センセイ ホジョイン ケンシュウ ジッシ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・児童が自由に安心して校庭で遊ぶことができる。
・本事業の実施校が広がる。
・本事業に関わる人材のスキルが向上する。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								217,091										216,037										259,337														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						75,097										68,705										83,140														・遊びの引き出しが増えて，たくさんの友達と楽しく過ごすことができる。
・体力，コミュニケーション力が向上し，ストレスが解消される。
・自尊感情が醸成される。


										一般財源 イッパン ザイゲン						141,994										147,332										176,197

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				新規開設校数										目標 モクヒョウ																12						34年度

																		実績 ジッセキ				13						12												全校区開設（143） ゼン コウク カイセツ

																		達成率 タッセイ リツ

																		目標 モクヒョウ																						年度										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																心身共に健やかに成長した市民が輩出され，市を担う一員となる。

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				地域の遊び場や体験学習の場への評価										目標 モクヒョウ				60%						60%						65%						34年度

																		実績 ジッセキ				59.7%						58.9%												65%

																		達成率 タッセイ リツ				－						－

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ
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小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大
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大

小
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○50放課後こども育成4（決算見込み額修正）

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								こども未来局 ミライ キョク								こども部 ブ								放課後こども育成課 ホウカゴ イクセイ カ

				事業名 ジギョウ メイ												留守家庭子ども会推進事業 ルス カテイ コ カイ スイシン ジギョウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-7-3						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成16年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												児童福祉法　福岡市留守家庭子ども会事業の実施に関する条例 ジドウ フクシ ホウ フクオカシ ルス カテイ コ カイ ジギョウ ジッシ カン ジョウレイ																														施策 シサク						子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ																																										事業群 ジギョウ グン						地域における子育ての支援

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		子育て環境満足度　　H28:　６５％　(政策推進プラン　中間目標値） コソダ カンキョウ マンゾクド セイサク スイシン チュウカン モクヒョウチ

						仕事と子育ての両立支援と児童の健全育成のため学童保育事業を実施しているものだが，入会児童の増加や受入学年の拡大，開設時間の延長などに対応する必要があったため，施設整備とあわせて事業の充実を図ることとした。Ｈ18年度の利用料制度導入以降，開設時間延長や土曜日開設を既に実施，現在は受入学年の拡大を順次進めている。 シゴト コソダ リョウリツ シエン ジドウ ケンゼン イクセイ ガクドウ ホイク ジギョウ ジッシ ニュウカイ ジドウ ゾウカ ウ イ ガクネン カクダイ カイセツ ジカン エンチョウ タイオウ ヒツヨウ シセツ セイビ ジギョウ ジュウジツ ハカ ネン ド リヨウリョウ セイド ドウニュウ イコウ カイセツ ジカン エンチョウ ドヨウビ カイセツ スデ ジッシ ゲンザイ ウ イ ガクネン カクダイ ジュンジ スス





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				保護者が労働等のために昼間家庭にいない児童 ホゴシャ ロウドウ トウ ヒルマ カテイ ジドウ																受け入れ学年を拡大し，全施設で6年生までの通年受け入れを行うなど，サービス向上を図る。 ウ イ ガクネン カクダイ ゼン シセツ ネンセイ ツウネン ウ イ オコナ コウジョウ ハカ																														施設整備などの環境が整ったところから，受け入れ学年を順次拡大する。 シセツ セイビ カンキョウ トトノ ウ イ ガクネン ジュンジ カクダイ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				全施設13６カ所のうち，新たに23施設で5年生の通年受け入れを実施したほか，既に高学年の受け入れを行っていた施設を含め，全施設で少なくとも5年生の通年受け入れが可能な体制が整備された。また，留守家庭子ども会の運営にあたっては，市から嘱託員を派遣するとともに，保護者や校区関係者，学校からなる校区ごとの運営委員会に委託し，地域住民も補助員として運営に協力する等，地域ぐるみで子どもを見守る体制となっている。 ゼン シセツ ショ アラ シセツ ネンセイ ツウネン ウ イ ジッシ スデ コウガクネン ウ イ オコナ シセツ フク ゼン シセツ スク ネンセイ ツウネン ウ イ カノウ タイセイ セイビ ルス カテイ コ カイ ウンエイ シ ショクタクイン ハケン ホゴシャ コウク カンケイシャ ガッコウ コウク ウンエイ イインカイ イタク チイキ ジュウミン ホジョ ウンエイ キョウリョク ナド チイキ コ ミマモ タイセイ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		学年問わず，入会要件のある児童は入会が可能となる。 ガクネン ト ニュウカイ ヨウケン ジドウ ニュウカイ カノウ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								895,010										893,583										1,130,769														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						338,373										354,143										854,824														保護者は放課後の時間帯に，学校内の留守家庭子ども会に児童を預けることができ，その間，安心して就労などに専念できる。 ホゴシャ ホウカゴ ジカンタイ ガッコウ ナイ ルス カテイ コ カイ ジドウ アズ カン アンシン シュウロウ センネン

										一般財源 イッパン ザイゲン						556,637										539,440										275,945

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				全学年通年受入施設の割合(施設） ゼン ガクネン ツウネン ウケイ シセツ ワリアイ シセツ										目標 モクヒョウ				91						113						136						２７年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				91						113												136

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																安心して子どもを生み育てられる社会の実現。 アンシン コ ウ ソダ シャカイ ジツゲン

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				子育て環境満足度 コソダ カンキョウ マンゾクド										目標 モクヒョウ				65.0%						65.0%						65.0%						34  年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				60.3%						60.4%												70.0%

																		達成率 タッセイ リツ				92.8%						92.9%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ





行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大
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の
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大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



○53子育て支援1（決算見込み額のみ修正）

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								こども未来局 ミライ キョク								子育て支援部 コソダ シエン ブ								子育て支援課 コソダ シエン カ

				事業名 ジギョウ メイ												家庭的保育事業 カテイテキ ホイク ジギョウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-7-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成22年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												児童福祉法 ジドウ フクシ ホウ																														施策 シサク						子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり																																		緑書きは、わかる範囲で、財務係が記載。 ミドリ カ ハンイ ザイム カカ キサイ

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												保育所整備の推進 ホイク ショ セイビ スイシン																														事業群 ジギョウ グン						安心して生み育てられる環境づくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○保育所入所待機児童数（H27:０人）
○子育て環境満足度（H28:65％） ホイク ショ ニュウショ タイキ ジドウ スウ ニン コソダ カンキョウ マンゾク ド

						待機児童の急増に伴い，平成21年度に策定した「新待機児童解消プラン」に基づき，待機児童解消の一つの手法として導入。 タイキ ジドウ キュウゾウ トモナ ヘイセイ ネンド サクテイ シン タイキ ジドウ カイショウ モト タイキ ジドウ カイショウ ヒト シュホウ ドウニュウ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市内に住む，保育に欠ける０～２歳児 シ ナイ ス ホイク カ サイ ジ																０～２歳児の待機児童数を減らす。 サイ ジ タイキ ジドウ スウ ヘ																														既存の家庭的保育室の継続。 キゾン カテイ テキ ホイクシツ ケイゾク









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				・認可保育所等に委託を行い，家庭的保育室38室分（児童190人分）の運営を行った。
・家庭的保育者等の人材確保のため，資格認定研修等を委託により実施した。 ニンカ ホイク ショ トウ イタク オコナ カテイテキ ホイクシツ シツ ブン ジドウ ニンブン ウンエイ オコナ カテイテキ ホイクシャ トウ ジンザイ カクホ シカク ニンテイ ケンシュウ トウ イタク ジッシ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		待機児童の解消が図られる。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								267,786										344,952										125,767														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						67,887										125,300										90,233														・児童が、健康で安全な環境で保育を受けることができる。
・安心して働き、生み育てることができる。

										一般財源 イッパン ザイゲン						199,899										219,652										35,534

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				基礎研修の実施回数（回） キソ ケンシュウ ジッシ カイスウ カイ										目標 モクヒョウ				2						2						2						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				2						2

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・安心して生み育てられる環境づくりを行うことにより、市民サービスの向上が図られる。
・雇用促進、企業体力の向上、女性の社会進出が図られる。

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				待機児童数 タイキ ジドウ スウ										目標 モクヒョウ				0						0						0						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				695						0

																		達成率 タッセイ リツ

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ
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小

大

大

小
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小
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大

小
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　　　　　　施策成果指標



○54子育て支援2（決算見込額のみ修正）

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								こども未来局 ミライ キョク								子育て支援部 コソダ シエン ブ								子育て支援課 コソダ シエン カ

				事業名 ジギョウ メイ												小規模保育事業 ショウキボ ホイク ジギョウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-7-2						再 サイ																										※シートの内容は、前年度のままとなっています。標題が、朱書きとなっているところは、確実に時点修正のこと ナイヨウ ゼンネンド ヒョウダイ シュガ カクジツ ジテン シュウセイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成25年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている																																		黄色で塗りつぶした箇所も時点修正下さい。 キイロ ヌ カショ ジテン シュウセイ クダ

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												児童福祉法 ジドウ フクシ ホウ																														施策 シサク						子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり																																		緑書きは、わかる範囲で、財務係が記載。 ミドリ カ ハンイ ザイム カカ キサイ

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												保育所整備の推進 ホイク ショ セイビ スイシン																														事業群 ジギョウ グン						安心して生み育てられる環境づくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○保育所入所待機児童数（H26.12.1時点650人）
○子育て環境満足度（H28:65％） ホイク ショ ニュウショ タイキ ジドウ スウ ジテン ニン コソダ カンキョウ マンゾク ド

						平成２６年４月１日待機児童ゼロを達成するための手法として導入。 ヘイセイ ネン ツキ ニチ タイキ ジドウ タッセイ シュホウ ドウニュウ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市内に住む，保育に欠ける０～２歳児 シ ナイ ス ホイク カ サイ ジ																０～２歳児の待機児童数を減らす。 サイ ジ タイキ ジドウ スウ ヘ																														・既存の小規模保育事業の継続。
・２６年度に新規開設をする。 キゾン ショウキボ ホイク ジギョウ ケイゾク ネンド シンキ カイセツ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				認可保育所が開所する小規模保育事業実施施設（H26.4.1開所15施設，H27.1.1開所1施設，H27.3.1開所1施設，H27.3.21開所1施設　計18施設）に対し，市が認可保育所へ運営を委託する。
※市は，事業を実施する認可保育所に対して，開所に伴う改修費等の補助金や建物賃貸借契約に応じた敷金貸付金を支払う。
 ニンカ ホイク ショ カイショ ホイク ジギョウ ジッシ シセツ カイショ シセツ カイショ シセツ カイショ シセツ カイショ シセツ ケイ シセツ シ ニンカ ホイク ショ ウンエイ シ ジギョウ ニンカ ホイク ショ タイ カイショ トモナ カイシュウ ヒ トウ ホジョ キン タテモノ チンタイシャク ケイヤク オウ シキキン カシツケ キン シハラ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・保育所定員が増える。
・待機児童の解消が図られる。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								145,341										662,560										2,303,537														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						100,457										413,503										1,677,238														・児童が、健康で安全な環境で保育を受けることができる。
・安心して働き、生み育てることができる。

										一般財源 イッパン ザイゲン						44,884										249,057										626,299

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				小規模保育事業等の定員増（人） ショウキボ ホイク ジギョウ トウ テイイン ゾウ ニン										目標 モクヒョウ				150						150						300						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				246						52

																		達成率 タッセイ リツ				164.0%						34.7%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・安心して生み育てられる環境づくりを行うことにより、市民サービスの向上が図られる。
・雇用促進、企業体力の向上、女性の社会進出が図られる。

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				子育て環境満足度 コソダ カンキョウ マンゾクド										目標 モクヒョウ				65.0						65.0						65						34年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				60.3						60.3												70

																		達成率 タッセイ リツ				164%						35%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ





行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大
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大
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○65こども緊急支援1（決算見込額のみ修正）

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								こども未来局 ミライ キョク								こども総合相談センター ソウゴウ ソウダン								こども緊急支援課 キンキュウ シエンカ

				事業名 ジギョウ メイ												子育て見守り訪問員派遣事業 コソダ ミマモ ホウモン イン ハケン ジギョウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-7-1						再 サイ																										※シートの内容は、前年度のままとなっています。標題が、朱書きとなっているところは、確実に時点修正のこと ナイヨウ ゼンネンド ヒョウダイ シュガ カクジツ ジテン シュウセイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成２４年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている																																		黄色で塗りつぶした箇所も時点修正下さい。 キイロ ヌ カショ ジテン シュウセイ クダ

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												児童福祉法　児童虐待防止法 ジドウ フクシホウ ジドウ ギャクタイ ボウシホウ																														施策 シサク						子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり																																		緑書きは、わかる範囲で、財務係が記載。 ミドリ カ ハンイ ザイム カカ キサイ

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ																																										事業群 ジギョウ グン						子どもの権利の尊重

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○「泣き声」通告を受理した児童の目視により安全確認した割合
（Ｈ２６：３９．３％） ナ ゴエ ツウコク ジュリ ジドウ モクシ アンゼン カクニン ワリアイ

						　児童虐待防止のために、通告後４８時間以内の児童の安全確認を求められており、特に職員の対応が困難な夜間、休日の安全確認体制を早急に整備する必要がある。 ジドウ ギャクタイ ボウシ ツウコクゴ ジカン イナイ ジドウ アンゼン カクニン モト トク ショクイン タイオウ コンナン ヤカン キュウジツ アンゼン カクニン タイセイ ソウキュウ セイビ ヒツヨウ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				児童虐待を受けている疑いがある0歳から18歳未満の児童及びその保護者 ジドウ ギャクタイ ウ ウタガ サイ サイ ミマン ジドウ オヨ ホゴシャ																○児童が心身共に安全な状態であることを確認する。
○保護者を適切な相談機関に繋げる。 ジドウ シンシン トモ アンゼン ジョウタイ カクニン ホゴシャ テキセツ ソウダン キカン ツナ																														夜間、休日にこども総合相談センターが受理した泣き声通告について、「子育て見守り訪問員」を家庭訪問させ、直接児童の目視により安全確認を行う。 ヤカン キュウジツ ソウゴウ ソウダン ジュリ ナ ゴエ ツウコク コソダ ミマモ ホウモン イン カテイ ホウモン チョクセツ ジドウ モクシ アンゼン カクニン オコナ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				　夜間、休日にこども総合相談センターに虐待通告が入った場合、センターから委託業者に連絡を取り、委託を受けた「子育て見守り訪問員」が２人体制で、家庭訪問を行い、児童を直接目視することにより、安全確認を行った。また、育児に困難を訴える保護者を相談機関に繋いだ。

　【２６年度実績】
　・実訪問世帯数　　171件
  ・延べ訪問件数　　305件
　 児童を直接目視できた割合　　39.3％ ヤカン キュウジツ ソウゴウ ソウダン ギャクタイ ツウコク ハイ バアイ イタク ギョウシャ レンラク ト イタク ウ コソダ ミマモ ホウモン イン ニン タイセイ カテイ ホウモン オコナ ジドウ チョクセツ モクシ アンゼン カクニン オコナ イクジ コンナン ウッタ ホゴシャ ソウダン キカン ツナ ネンド ジッセキ ジツ ホウモン セタイスウ ケン ノ ホウモン ケンスウ ケン ジドウ チョクセツモクシ ワリアイ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		夜間、休日においても、４８時間以内の安全確認ができる件数が増加する。 ヤカン キュウジツ ジカン イナイ アンゼン カクニン ケンスウ ゾウカ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								13,558										13,945										14,163														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						3,757										3,757										3,757														児童の安全確認ができるとともに、育児不安などを抱えた保護者を早期に把握し、支援に繋げることができる。 ジドウ アンゼン カクニン イクジ フアン カカ ホゴシャ ソウキ ハアク シエン ツナ

										一般財源 イッパン ザイゲン						9,801										10,188										10,406

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				訪問して児童を直接目視確認ができた割合 ホウモン ジドウ チョクセツ モクシ カクニン ワリアイ										目標 モクヒョウ				70.0%						70.0%						70%						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				41.9%						39.3%

																		達成率 タッセイ リツ				59.9%						56.1%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																子どもが安心して暮らせて、保護者も安心して子育てができる。 コ アンシン ク ホゴシャ アンシン コソダ

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ
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施策コード

						目標 モクヒョウ				施策 セサク				事業群 ジギョウ グン

		1-1-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		1		ユニバーサルデザインの理念によるまちづくり		1		ユニバーサル都市・福岡の推進 トシ フクオカ スイシン

		1-2-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		2		すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進		1		人権尊重のまちづくり ジンケン ソンチョウ

		1-2-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		2		すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進		2		男女共同参画意識の浸透

		1-3-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		1		こころとからだの健康づくり ケンコウ

		1-3-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		2		医療体制の充実

		1-3-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		3		アクティブエイジングの推進

		1-4-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		1		未来の担い手である子ども達への重点的な取組み ミライ ニナ テ コ タチ ジュウテンテキ ト ク

		1-4-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		2		にぎわいの街としての文化芸術の振興

		1-4-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		3		文化施設の有効活用と整備

		1-5-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		5		スポーツ・レクリエーションの振興		1		スポーツ・レクリエーション活動の促進 カツドウ ソクシン

		1-5-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		5		スポーツ・レクリエーションの振興		2		スポーツ施設の整備・活用

		1-6-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		1		地域における総合的な福祉サービスの構築 チイキ ソウゴウテキ フクシ コウチク

		1-6-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		2		高齢者の健康と福祉の向上 ケンコウ フクシ コウジョウ

		1-6-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		3		障がい者の自立と社会参加の支援

		1-6-4		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		4		生活の安定の確保など

		1-7-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		1		子どもの権利の尊重 コ ケンリ ソンチョウ

		1-7-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		2		安心して生み育てられる環境づくり

		1-7-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		3		地域における子育ての支援

		1-8-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		1		知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を持った子どもの育成 チ トク タイ チョウワ イ チカラ モ コ イクセイ

		1-8-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		2		国際教育の推進

		1-8-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		3		いじめ・不登校等対策の充実 フトウコウ ナド タイサク

		1-8-4		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		4		子ども・若者の健全育成の取組み コ ワカモノ ケンゼン イクセイ トリク

		1-8-5		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		5		教育・健全育成環境の整備 キョウイク ケンゼン イクセイ カンキョウ セイビ

		2-1-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		1		支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化		1		地域コミュニティの基盤強化 チイキ キバン キョウカ

		2-1-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		1		支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化		2		地域コミュニティの活性化、地域人材の発掘・活用 チイキ カッセイカ チイキ ジンザイ ハックツ カツヨウ

		2-2-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		2		公民館などを活用した活動の場づくり		1		公民館の機能強化 コウミンカン キノウ キョウカ

		2-2-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		2		公民館などを活用した活動の場づくり		2		活動の場づくり カツドウ バ

		2-3-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		3		支え合いや助け合いによる地域福祉の推進		1		見守り・支え合いの仕組みづくり ミマモ ササ ア シク

		2-4-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		4		ＮＰＯ、ボランティア活動の活性化		1		ＮＰＯ、ボランティア活動の支援 カツドウ シエン

		2-4-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		4		ＮＰＯ、ボランティア活動の活性化		2		共働の推進 トモ ハタラキ スイシン

		2-5-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		5		ソーシャルビジネスなど多様な手法やつながりによる社会課題解決の推進		1		ソーシャルビジネスの普及・促進 フキュウ ソクシン

		3-1-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		1		防災・危機管理体制の強化 ボウサイ キキ カンリ タイセイ キョウカ

		3-1-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		2		地域防災力の強化 チイキ ボウサイリョク キョウカ

		3-1-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		3		消防・救急体制の充実・強化 ショウボウ キュウキュウ タイセイ ジュウジツ キョウカ

		3-1-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		4		災害に強い都市基盤整備 サイガイ ツヨ トシ キバン セイビ

		3-2-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		1		安全で快適な道路環境づくり アンゼン カイテキ ドウロ カンキョウ

		3-2-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		2		総合治水対策の推進 ソウゴウ チスイ タイサク スイシン

		3-2-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		3		施設の計画的な維持更新（アセットマネジメント） シセツ ケイカクテキ イジ コウシン

		3-3-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		3		良質な住宅・住環境の形成		1		良質な住宅、住環境形成の推進 リョウシツ ジュウタク ジュウカンキョウ ケイセイ スイシン

		3-3-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		3		良質な住宅・住環境の形成		2		安心して住み続けられる住宅供給の促進 アンシン ス ツヅ ジュウタク キョウキュウ ソクシン

		3-4-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		1		安全で適正な自転車利用

		3-4-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		2		モラル・マナーの向上 コウジョウ

		3-4-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		3		ごみの不法投棄の防止 フホウ トウキ ボウシ

		3-4-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		4		屋外・路上広告物の適正化 オクガイ ロジョウ コウコクブツ テキセイカ

		3-5-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		1		市民の防犯意識の向上と地域の防犯力の強化 シミン ボウハン イシキ コウジョウ チイキ ボウハン リョク キョウカ

		3-5-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		2		犯罪が発生しにくい環境づくり ハンザイ ハッセイ カンキョウ

		3-5-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		3		暴力団排除対策の推進 ボウリョクダン ハイジョ タイサク スイシン

		3-5-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		4		飲酒運転撲滅への取組み インシュ ウンテン ボクメツ トリク

		3-6-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		1		水の安定供給 ミズ アンテイ キョウキュウ

		3-6-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		2		節水型都市づくり セッスイ ガタ トシ

		3-6-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		3		安全で良質な水道水の供給 アンゼン リョウシツ スイドウ ミズ キョウキュウ

		3-6-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		4		水源地域・流域との連携・協力 スイゲン チイキ リュウイキ レンケイ キョウリョク

		3-7-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		1		大気環境などの保全 タイキ カンキョウ ホゼン

		3-7-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		2		食の安全確保、衛生的な生活環境の向上 ショク アンゼン カクホ エイセイテキ セイカツ カンキョウ コウジョウ

		3-7-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		3		消費者被害の未然防止・救済 ショウヒシャ ヒガイ ミゼン ボウシ キュウサイ

		4-1-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		1		再生可能エネルギー等の導入 サイセイ カノウ トウ ドウニュウ

		4-1-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		2		省エネルギーの推進 ショウ スイシン

		4-1-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		3		エネルギーのエリアマネジメントの推進 スイシン

		4-2-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		2		循環型社会システムの構築		1		３Ｒの推進 スイシン

		4-2-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		2		循環型社会システムの構築		2		ごみ処理施設の維持・整備 ショリ シセツ イジ セイビ

		4-3-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		1		生物多様性の保全と活用

		4-3-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		2		博多湾や干潟の保全・再生

		4-3-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		3		緑地、農地等の保全

		4-3-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		4		みどりの創出

		4-4-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		1		計画的な市街地整備の推進

		4-4-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		2		公園再整備の推進

		4-4-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		3		農山漁村地域など市街化調整区域の活性化

		4-4-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		4		質の高い都市景観の形成

		4-4-5		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		5		住民によるまちづくり活動の推進

		4-4-6		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		6		東京圏バックアップの推進

		4-5-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		1		公共交通ネットワークの充実

		4-5-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		2		交通マネジメントの推進（公共交通機関や自転車利用の促進等）

		4-5-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		3		放射環状型道路ネットワークの整備

		4-5-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		4		生活交通の確保

		4-6-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		6		ストックの活用による地区の価値や魅力の向上		1		公共空間の利活用の推進

		4-6-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		6		ストックの活用による地区の価値や魅力の向上		2		エリアマネジメントの推進

		5-1-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		1		観光資源となる魅力の再発見と磨き上げ		1		福岡の歴史資源の観光活用

		5-1-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		1		観光資源となる魅力の再発見と磨き上げ		2		祭り・食・文化・エンターテインメント魅力の磨き上げ

		5-2-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		2		緑と歴史・文化のにぎわい拠点づくり		1		市民の憩いと集客の拠点づくり（大濠公園・舞鶴公園の一体的な活用等）

		5-3-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		3		情報アクセスや回遊性など、来街者にやさしいおもてなし環境づくり		1		おもてなしの向上

		5-3-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		3		情報アクセスや回遊性など、来街者にやさしいおもてなし環境づくり		2		交通利便性や都心回遊性の向上

		5-4-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		4		交流がビジネスを生むＭＩＣＥ拠点の形成		1		ＭＩＣＥ機能の強化

		5-4-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		4		交流がビジネスを生むＭＩＣＥ拠点の形成		2		ＭＩＣＥ誘致の推進

		5-5-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		5		国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興		1		国際スポーツ大会等の開催地・合宿地としての誘致・支援

		5-5-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		5		国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興		2		プロスポーツの振興

		5-6-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		6		国内外への戦略的なプロモーションの推進		1		シティプロモーション、ブランドイメージアップの推進

		5-6-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		6		国内外への戦略的なプロモーションの推進		2		クルーズ客拡大への取組み

		6-1-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		1		産学官連携による、知識創造型産業の振興		1		産学官連携の推進

		6-1-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		1		産学官連携による、知識創造型産業の振興		2		知識創造型産業の振興

		6-2-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		2		成長分野の企業や本社機能の立地の促進		1		企業や本社機能の立地促進

		6-3-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		1		中小企業の競争力・経営基盤の強化

		6-3-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		2		商店街の活性化

		6-3-3		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		3		伝統産業の振興

		6-4-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		1		経営の充実強化、新たな担い手づくり

		6-4-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		2		市場機能の強化

		6-4-3		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		3		生産基盤の整備・維持

		6-4-4		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		4		市民との交流事

		6-5-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		5		就労支援の充実		1		就労支援の取組み

		7-1-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		1		新たな挑戦を応援するスタートアップ都市づくり		1		チャレンジ人材の集積、活躍支援

		7-1-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		1		新たな挑戦を応援するスタートアップ都市づくり		2		創業しやすい都市づくり

		7-2-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		2		創造的活動の基盤となる文化芸術の振興		1		創造活動を担い、支える人材の育成と活動の支援

		7-3-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		3		個人の才能が成長を生む創造産業の振興		1		クリエイティブ関連産業の振興

		7-3-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		3		個人の才能が成長を生む創造産業の振興		2		エンターテインメント都市づくり

		7-4-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		4		多様な人が集まり交流・対話する創造的な場づくり		1		創造的空間の整備・誘導

		7-5-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		1		若者の体験・活動の場や機会づくり

		7-5-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		2		女性の活躍の場づくり

		7-5-3		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		3		人材ネットワーク構築・活性化

		7-6-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		6		大学や専門学校などの高等教育機関の機能強化		1		教育・研究機能の充実強化

		8-1-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		1		都市の活力を牽引する都心部の機能強化		1		都心部の機能強化と魅力づくり

		8-1-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		1		都市の活力を牽引する都心部の機能強化		2		交通アクセス性、回遊性の向上

		8-2-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		1		アイランドシティのまちづくり

		8-2-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		2		九州大学学術研究都市構想の推進

		8-2-3		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		3		シーサイドももち（SRP地区）の拠点性の維持向上

		8-3-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		3		国際的なビジネス交流の促進		1		国際ビジネスの振興

		8-3-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		3		国際的なビジネス交流の促進		2		クリエイティブ産業等の海外展開の支援

		8-4-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		4		成長を牽引する物流・人流のゲートウェイづくり		1		空港機能の強化、利便性向上

		8-4-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		4		成長を牽引する物流・人流のゲートウェイづくり		2		港湾機能の強化、利便性向上

		8-5-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		5		グローバル人材の育成と活躍の場づくり		1		日本と世界をつなぐ人材の集積と交流拠点の形成

		8-5-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		5		グローバル人材の育成と活躍の場づくり		2		留学生支援・外国人ネットワークの構築

		8-6-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		6		アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進		1		国際貢献・国際協力の推進

		8-6-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		6		アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進		2		海外諸都市・国際機関等との連携・交流強化

		8-7-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		7		釜山広域市との超広域経済圏の形成		1		連携・交流の促進

		8-8-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		8		アジアをはじめ世界の人にも暮らしやすいまちづくり		1		外国人にも住みやすく活動しやすいまちづくり

		11		11		歴史と自然の魅力にあふれ、人が活躍し、活力を創造するまち・東区				東区事業 ヒガシク ジギョウ				東区事業 ヒガシク ジギョウ

		12		12		お互いが支え合い、安心して人が暮らし、歴史と伝統が息づくまち・博多区				博多区事業 ハカタク ジギョウ				博多区事業 ハカタク ジギョウ

		13		13		人が集い、人が輝き、人がやさしいまち「中央区」				中央区事業 チュウオウク ジギョウ				中央区事業 チュウオウク ジギョウ

		14		14		いきいき南区　くらしのまち				南区事業 ミナミク ジギョウ				南区事業 ミナミク ジギョウ

		15		15		豊かな暮らしがあるまち・城南区				城南区事業 ジョウナンク ジギョウ				城南区事業 ジョウナンク ジギョウ

		16		16		ひと・みず・みどりが光り輝く「早良区」 ふれあいと交流のあるまち				早良区事業 サワラク ジギョウ				早良区事業 サワラク ジギョウ

		17		17		自然と大学の知を生かし､安全で安心して､生き生きと暮らせるまち・西区				西区事業 ニシク ジギョウ				西区事業 ニシク ジギョウ





